
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1213  2022 年 2 月 27 日 10:30~ 

牧師  山本護         司式  青柳均      奏楽  山本恵美   ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  68 父なるみ神に 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  エゼキエル書 3:1~3 

       ヨハネによる福音書 6:33~35 

讃 美 歌 308 いのりは口より 

説  教 『 十字架を食べる 』 

祈  禱 

讃 美 歌  262 十字架のもとぞ 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 543 主イエスのめぐみよ 

祝  禱   後  奏        

「わたしが口を開くと、主はこの巻物をわたしに食べさせて、言われた。〔人の子よ、わたしが与え

るこの巻物を胃袋に入れ、腹を満たせ〕。わたしがこれを食べると、それは蜜のように口に甘かった(ｴ

ｾﾞｷｴﾙ 3:2~3)」。えっ、巻物を、か。寿司屋では鉄火や干瓢の海苔巻を「巻物」と言うが、そんなノー

マルな食べ物ではない。羊皮紙の巻物を食べよ、と言うのだ。比喩としても、いったい何のことか。 

預言者エレミヤが口述筆記させた巻物には、災いの予告(ｴﾚﾐﾔ 36:3)や主の憤り(36:7)が記されおり、

それを聞いたヨヤキム王は忌々しくこれを燃やした(36:23)。旧約聖書では、巻物に記される事柄は破

局が多い。預言者エゼキエルの場合もそうだ。「彼がそれをわたしの前に開くと、表にも裏にも文字が

記されていた。それは哀歌と、呻きと、嘆きの言葉であった(ｴｾﾞｷｴﾙ 2:10)」。通常、巻物の表裏に文字

を記すことはないので、この哀歌はただの運命ではなく、民の頑なさ(3:7)に対する神の嘆きが溢れて

いる。「この巻物を胃袋に入れ、腹を満たせ」と命じられ、食べてみたらその哀歌は「甘かった(3:3)」。 

エレミヤは「あなたの御言葉が見いだされたとき、わたしはそれをむさぼり食べました。あなたの

御言葉は、わたしのものとなり、わたしの心は喜び躍りました(ｴﾚﾐﾔ 15:16)」と言った。エゼキエルが

食したのも御言葉がぎっしり記された巻物。食べてみるとエレミヤの「心は喜び躍り」、エゼキエルは

「蜜のように口に甘かった(ｴｾﾞｷｴﾙ 3:3)」。私たちも御言葉を「食べる」なら、御心がこの身になり、

骨になり、魂となる。おもしろいのは、預言者の額も民のように硬くしてしまうこと。民の額と心が

あまりに硬いので、エゼキエルのそれをいっそう硬くし(3:8~9)、拒む民に御言葉を告げさせる(3:11)。 

呻きや嘆きが詰め込まれた巻物(2:10)を食べる。さぞや苦くて、噛み切れそうにない巻物だと思い

きや、食べてみると「美味い」じゃないか。聖書をきちんと読み、頭で「理解する」のではない。御

言葉を噛みしめて腹を満たすことで、神の御心が「私のもの」となる(ｴﾚﾐﾔ 15:16)。御心の受肉。 

呻きや嘆き(ｴｾﾞｷｴﾙ 2:10)は歓迎されず、人々はそれを遠ざけたい。しかし「わたしが口を開くと、

主はこの巻物をわたしに食べさせる(3:2)」。ほろ酔いの時などふいに、ひと箸の珍味を顔の前に「ア

ーン」と出されると、ついパクッと食べてしまう感じか。こんな軽薄ではなくとも、心構えの如何を

問わず神が主導する形で、永遠と結びついた「蜜のように甘く(3:3)」峻厳な命を、食べさせて下さる。 

イエスは語った。「神のパンは、天から降って来て、世に命を与えるものである(ﾖﾊﾈ 6:33)」。群衆が

「主よ、そのパンをいつもわたしたちにください(6:34)」と言うと、イエスは「わたしが命のパンで

ある(6:35)」と答えた。そして「あなたがたはわたしを見ているのに、信じない(6:36)」と言った。ま

た群衆ばかりか弟子の多くも、ユダヤ人とのやりとりから、「実にひどい話だ。だれが、こんな話を聞

いていられようか(6:60)」と拒否的になっていく。イエスというパンの真ん中には十字架という「餡」

がある。「巻物」のように呻きや嘆きがぎっしり、目をそむけてしまい、自分からはそれを食べえない。 

「わたしのもとに来る者は決して飢えることがなく、信じる者は決して渇くことがない(6:35)」。来

るとは、信じるとは、イエスというパンを丸ごと食べること。口を開け(ｴｾﾞｷｴﾙ 3:2)、命を得よ(ﾖﾊﾈ 6:33)。 

最新の身体科学では脳だけが記憶器官ではない 臓器すべてが思いをネットワークしているらしい 

御言葉や十字架を食べると肌や四肢の響き合いを感ずる 命と恵みは身体の隅々に行き渡っている 

次主日はもう 3月。3/6の礼拝後に役員会、教会総会の準備に入ります。総会は 4/24 の礼拝後、会

員の皆さんは予定しておいてください。今年の復活祭は 4/17、愛餐会ができればいいのだけれども。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


